
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県で生育・生息する外来種につい

て、分類群ごとに解説しています。 
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時代・年代 
出来事の起きた場所と内容 
（   は日本での出来事） 

①江戸時代以前 
（～1868年） 

・●・  
イネ・ムギなどの栽培植物とともに、 
外国産の動植物が侵入したらしい。 

②明治 
（1868～1912年） 

・●・ 
貿易が栄え、農業被害を出す 
外国産の病害虫が侵入した。 

③大正・昭和戦前 
（1912～1945年） 

・●・ 
1914年：「植物検疫制度」が始まった。 
（「輸出入植物取締法」が施行された。） 

④昭和戦後 
（1945～1989年） 

・●・ 1950年：「植物防疫法」が制定された 。 

⑤平成以降 
（1990年～） 

世
界 

1992年：「生物多様性条約」が締結された。 

世
界 

2001年：「世界の侵略的外来種ワースト 100」が 
公表された。 

・●・ 
2003年：「日本の侵略的外来種ワースト 100」が 

公表された。 

・●・ 2005年：「外来生物法」が施行された。 

・●・ 

2015年：「外来種被害防止行動計画」、及び 
「生態系被害防止外来種リスト」が 
公表された。 

私
た
ち
は
、
衣
食
住
を
満
た
す
う
え
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
農
作
物
や
家
畜
の
ほ
と
ん
ど
を
国
内
外
か
ら
連

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
管
理
の
も
と
で
生

育
・
繁
殖
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
家
畜
や
ペ
ッ
ト
、
観
賞
用
植
物
な
ど
意
図
的

に
連
れ
て
き
た
生
き
物
や
、
物
流
に
紛
れ
て
偶
然
連
れ

て
き
た
生
き
物
が
、
野
外
に
定
着
す
る
こ
と
が
あ
り
、
分

か
っ
て
い
る
だ
け
で
、
国
内
で
２
０
０
０
種
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
物
を
外
来
種
と
い
い
ま
す
。 

野
生
化
し
た
外
来
種
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
在
来

種
が
作
り
上
げ
て
き
た
様
々
な
関
係
を
急
速
に
破
壊
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
在
来
生
物
だ
け
で
な

く
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
自
然
の
バ
ラ
ン

ス
を
も
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
や
む
な
く

防
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
外
来
種
の
問
題
と
は
、
他
の
国
や
地
域

の
生
き
物
か
ら
恩
恵
を
得
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
し
た

り
、
生
き
物
へ
の
対
処
・
取
扱
い
に
失
敗
し
た
事
例
と
言

え
ま
す
。
つ
ま
り
、
根
本
の
原
因
は
、
私
た
ち
が
、
生
き

物
ど
う
し
の
関
係
や
、
生
き
物
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
関
し
て

理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
す
。 

『
香
川
県
侵
略
的
外
来
種
リ
ス
ト
』
は
、
香
川
県
に

生
育
・
生
息
す
る
「
地
域
の
自
然
環
境
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
生
物
多
様
性
を
脅
か
す
お
そ
れ
の
あ
る

外
来
種
」 

の
情
報
を
取
り
ま
と
め
た
リ
ス
ト
で
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
香
川
県
の
外
来
種
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
外
来
種
に
つ
い
て
少
し
で
も
理

解
し
、
香
川
県
の
自
然
・
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
ま
す
。 

外来種対策は、世界との約束 

 

表紙写真 左上： ヌートリア/緊急対策外来種 

表紙写真 左下： タイリクバラタナゴ/重点対策外来種 

外来種問題の対策は、生き物の理解からはじまる 

 

香川県侵略的外来種リストは 
私たちの理解不足の反省書 

・オオイヌノフグリ 

・シロツメクサ 

・キショウブ 

・ヒガンバナ 

・スズメ 

・モンシロチョウ など 

・ルビーロウカイガラムシ 
・ヤノネカイガラムシ 

・イセリアカイガラムシ 

・オカダンゴムシ など 

■世界全体で生物多様性の保全と持続可能な 

利用を目指す唯一の国家間合意。 
 
■「外来種対策」を行うことが明記されている。 
 

■日本は 1993年 5月 28日に締約国になった。 

■この計画では  

47 都道府県は、令和２（2020）年までに 

「侵略的外来種リスト」を策定することを 

目標とした。 

【表１】 外来種の年表 

右上： ソウシチョウ/重点対策外来種 

右下： ミシシッピアカミミガメ/緊急対策外来種 
中央： オオキンケイギク/緊急対策外来種 
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在 来 種 １,804種 

外 来 種 1,025種 

（侵略的外来種） （148 種） 

 

 

 

和名/導入目的 

 

 

１位 北 米 ４０種 

２位 中 南 米 ３５種 

３位 ヨーロッパ ３０種 

 

 

■どこから持ってきたの？ 

 

１位 明治時代 ４６種 

２位 昭和戦後 ３２種 

３位 大正・昭和戦前 ３０種 

時代区分は、１頁の表１を参照 

 

■いつ持ってきたの？ 

 

１位 意図的に持ってきた １０６種 

２位 偶然 持ってきた １１種 

３位 不明（分かっていない） ３１種 

 

 

■どうやって持ってきたの？ 

観賞用

庭木
実験用

食用

薬草

牧草

飼料

緑肥

緑化

■求められる適切な管理・選択 

【図１】 侵略的外来植物の導入目的 

香川県では、３割以上が 外来種 

 香川県では、2,829 種の維管束植物が確認されており（2019年 6月 30日時点）、そのうちの約３６％が外来種で、外来種のう

ちの約１４％が侵略的外来種です。香川県侵略的外来種リストでは、環境省のリストに掲載されている１３７種に、特別選定

種１１種（香川県に近年侵入し今後問題となる可能性のある外来植物）を加え、計１４８種を掲載しました（裏表紙を参照）。 

 

ⓑツルニチニチソウ/観賞用 

ⓔオオカナダモ/実験用 

 

ⓒアイオオアカウキクサ/緑肥用 

ⓕシナダレスズメガヤ/緑化用 

 

ⓐ ⓕ ⓑ 

ⓔ 

ⓓ 

ⓒ 

 

意
図
的
に
導
入
さ
れ
た
侵
略
的

外
来
種
の
う
ち
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
本
当
に
必
要
な
食
用

植
物
、
実
験
用
植
物
、
薬
草
、
牧

草
、
飼
料
用
植
物
な
ど
か
ら
野
生

化
し
た
種
は
少
数
派
で
す
。 

 

大
半
（
約
６
割
）
が
趣
味
の
観
賞

用
の
植
物
で
、
逸
出
し
な
い
よ
う
、

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
（図
１
）。 

 

堤
防
や
道
路
の
法
面
の
緑
化
に

用
い
る
植
物
は
、
ノ
シ
バ
を
除
け
ば

ほ
と
ん
ど
外
来
種
で
し
た
が
、
近

年
、
在
来
種
を
用
い
る
取
り
組
み

が
出
て
い
ま
す
。 

ⓐオオキンケイギク/観賞用・緑化用 

ⓓアレチウリ/偶然（家畜飼料に混入） 
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 0% 50% 100%

常包橋…

満濃大橋…

祓川橋…

丸亀大橋…

蓬莱橋…

河川

ため池

湿地

海浜

岩場

空地

公園
河川敷

人家周辺
道路端

農地周辺

草地

道路法面

雑木林

 

植
物
同
士
の
争
い
の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
育
す
る
場
所
に

降
り
注
ぐ
日
光
を
め
ぐ
る
争
い
で
す
。
つ
ま
り
、
外
来
植

物
は
ど
こ
に
生
育
し
よ
う
と
も
、
そ
の
環
境
に
自
生
す
る

在
来
種
の
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
ま
す
。
寄
生
植
物
同
士
で
さ

え
も
争
い
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
香
川
県
在
来
の

マ
メ
ダ
オ
シ
は
、
１
９
６
０
年
頃
に
香
川
県
に
侵
入
し
て

き
た
ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
と
の
寄
主
（
寄
生
し
て
栄

養
を
横
取
り
を
す
る
相
手
）
を
め
ぐ
る
競
争
に
敗
れ
、

現
在
は
絶
滅
寸
前
に
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

外
来
植
物
が
引
き
起
こ
す
植
物
同
士
の
問
題
と
し
て

は
、
生
態
系
へ
の
影
響
（
在
来
種
と
の
交
雑
）
も
あ
り
ま

す
。
人
間
社
会
へ
の
影
響
と
し
て
、
「
水
路
を
つ
ま
ら
せ

る
」
、
「
毒
が
あ
る
（
人
畜
に
有
毒
）
」
、
「
花
粉
症
を
引
き

起
こ
す
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

【図２】 香川県の侵略的外来植物の生育環境 

外来植物の 何が問題なの？ 

 

私たちに できること 

 
侵
略
的
外
来
植
物
の
多
く

は
、
農
地
周
辺
な
ど
、
人
間
の

影
響
を
強
く
受
け
た
環
境
に

生
育
し
て
い
ま
す
（
図
２
）
。
土

器
川
を
み
て
も
、
市
街
地
に
近

い
河
口
に
近
づ
く
ほ
ど
、
外
来

種
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
（
図
３
）
。
つ
ま
り
、
人
間
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
在
来
種
が

少
な
く
な
っ
た
環
境
は
、
外
来

種
が
侵
入
し
や
す
い
の
で
す
。 

開
発
前
に
在
来
種
の
種
子

を
採
取
し
、
開
発
後
に
散
布
す

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

。 

アメリカネナシカズラ 
（在来の寄生植物を滅ぼす） 

ホテイアオイ 
（大増殖して水路をつまらせる） 

ナルトサワギク 
（人畜に有害な毒がある） 

オオカワヂシャ 
（希少在来種のカワヂシャと交雑する） 

ノハカタカラクサ 
（日陰に耐えて生える力が強く、写真のように雑木林の地表を

おおいつくして、在来の植物を滅ぼす） 

【図３】 土器川における在来種・外来種の割合 

中流 

下流 

河口 

 

 在来種 

外来種 

 

   

２位 水路をつまらせる １１種 

３位 在来種と交雑する ９種 

４位 毒がある（人畜に有害） ８種 

５位 花粉症を引き起こす ５種 

（注）問題点が複数ある種は重複してカウント・集計 

 

在来種との争い 全種 １位 

■侵略的外来植物による影響 
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侵
略
的
外
来
種
の
鳥
類
は
、
狩
猟

関
係
で
輸
入
し
た
２
種
（
狩
猟
対
象

の
コ
ウ
ラ
イ
キ
ジ
、
猟
犬
の
訓
練
用
の

コ
リ
ン
ウ
ズ
ラ
）
以
外
は
、
全
て
ペ
ッ
ト

と
し
て
連
れ
て
き
た
種
で
す
。
飼
っ
て

い
る
と
き
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
野

生
化
す
る
事
例
が
ほ
と
ん
で
す
が
、

コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
意
図
的
に
放
鳥
さ

れ
た
も
の
や
そ
の
子
孫
で
す
。 

外
来
種
は
、
在
来
種
の
エ
サ
資
源

を
奪
う
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
、
中
に
は

生
態
的
な
地
位
を
脅
か
す
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
最
後
ま
で
気
を
付
け
て
飼
育
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
野
生
化

し
た
個
体
に
、
エ
サ
や
り
を
し
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

在 来 種 ２７種 

外 来 種 １１種 

（侵略的外来種） （８種） 

 

 

 

 

侵
略
的
外
来
種
の
ネ
ズ
ミ
類

は
、
主
に
人
家
・私
有
地
に
生
息
し

て
い
る
の
で
、
行
政
主
導
の
防
除
が

困
難
で
す
。
所
有
者
が
中
心
と
な

っ
て
防
除
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
カ
イ
ウ
サ
ギ
と
ヤ
ギ
は
離

島
で
生
息
し
て
お
り
、
島
外
に
拡

散
す
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
エ
サ
と
な
る
在
来
植
物
へ

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
イ
ヌ

や
ネ
コ
な
ど
ペ
ッ
ト
を
飼
育
す
る

際
に
は
、
適
切
に
管
理
し
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
世
話
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヌ
ー
ト
リ
ア

や
ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
つ
け
た
り
、
被

害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
各
市
町
の

担
当
課
に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。 

香川県では、約３割が 外来種 

 
香川県では、これまで３８種の陸生哺乳類が確認されています。絶滅したニホンカワウソを除くと、現在、香川県に生息す
る種は３７種で、そのうちの約３０％が外来種です。 

 

在 来 種 ３２０種 

外 来 種 ８種 

（侵略的外来種） （６種） 

 

 

 

香川県では、外来種は ごく一部 

 香川県では、これまで３２８種の鳥類が確認されており、そのうちの約２％が外来種です。 

【表３】外来種一覧（鳥類） 

➊インドクジャク 
➋コリンウズラ 
➌コウライキジ（大陸産亜種） 
➍コブハクチョウ 
➎ソウシチョウ 
➏ハッカチョウ 
➐ヒゲガビチョウ 
➑ベニスズメ 
 

赤文字の種は、 
侵略的外来種 

（➊小豆島で野生化したことがある。） 
（➑新川河口で野生化したことがある。） 
 

【表２】 外来種一覧（哺乳類） 

➊ハツカネズミ 
➋ドブネズミ 
➌クマネズミ 
➍ヌートリア 
➎カイウサギ（アナウサギ） 
➏イエネコ 
➐ハクビシン 
➑イヌ 
➒シベリアイタチ 
（対馬以外のチョウセンイタチ） 
➓アライグマ 
⓫ヤギ 

ⓐ ⓑ 

ⓒ 

和名/被害内容：ⓐハクビシン/農作物の被害 ⓑアライグマ/農作物の被害 ⓒイタチの一種/シベリアイタチとニホンイタチの競合 

和名/野生化の理由：ⓐコブハクチョウ/意図的な放鳥 ⓑハッカチョウ/ペットの逃げ出し ⓒコウライキジ/狩猟用に放鳥 

ⓒ 

ⓐ ⓑ 

 赤文字の種は、 
侵略的外来種 
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ⓑ 

ウ
シ
ガ
エ
ル
は
、
１
９
１
８
年
に
、
食
用
・
養
殖
（
輸
出
）
用
と
し
て

北
ア
メ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
戦
前
期
に
養
殖
場
か

ら
逃
げ
出
し
、
野
生
化
し
ま
し
た
。
大
型
種
な
の
で
、
口
に
入
る
も

の
は
何
で
も
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
幼
生

（
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
）
は
、
希
少
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
卵
を

食
べ
る
な
ど
、
一
生
を
と
お
し
て
在
来
生
物
に
与
え
る
捕
食
圧
力

が
大
き
い
た
め
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

香川県では、２割弱が 外来種 

 香川県では、これまで 18種の爬虫類が確認されており、そのうちの約１７％が外来種です。 

 

在 来 種 １４種 

外 来 種 １種 

（侵略的外来種） （１種） 

 

 

 

香川県では、外来種は １種 

 香川県では、これまで１５種の両生類が確認されており、外 
来種はウシガエルの１種のみです。 

 

在 来 種 １５種 

外 来 種 ３種 

（侵略的外来種） （３種） 

 

 

 

【表４】 外来種一覧（爬虫類） 

➊ミシシッピアカミミガメ 

➋ワニガメ 

➌カミツキガメ 
 赤文字の種は、 
侵略的外来種 

ビ
ワ
キ
ジ
ラ
ミ
は
、
成
虫
も
幼

虫
も
ビ
ワ
の
汁
を
吸
い
、
排
泄
物

で
果
実
を
汚
し
、
ビ
ワ
の
果
実
の

生
産
量
を
落
と
す
た
め
、
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
徳

島
県
で
発
見
さ
れ
、
２
０
１
６
年

に
香
川
県
に
侵
入
し
ま
し
た
。 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
神
経
毒

を
有
し
、
人
を
か
む
こ
と
が
あ

る
た
め
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
建
築
資
材
な
ど
に
紛
れ
込

ん
で
侵
入
し
た
ら
し
く
、
１
９
９

５
年
に
大
阪
府
で
最
初
に
見
つ

か
り
、
香
川
県
で
は
、
２
０
０
９

年
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

ⓐ 

ビワキジラミ 
（四国から本州へ侵入している） 

ウシガエル 
（世界と日本の侵略的外来種ワー
スト１００に選ばれている） 
 

セアカゴケグモ 
（日本の侵略的外来種ワースト
１００に選ばれている） 
 

被食 競合 交雑 環境破壊

【図４】香川県で外来の動植物の影響を受けて 
いる希少野生生物の被害内容の割合 和名/在来種への影響：ⓐミシシッピアカミミガメ/捕食 ⓑカミツキガメ/捕食 

 

侵
略
的
外
来
種
の
カ
メ
類
は
、
３
種
と
も
ペ
ッ
ト
と
し
て
連
れ
て

き
た
種
で
、
飼
育
を
放
棄
し
て
逃
が
し
た
も
の
が
野
生
化
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
種
も
在
来
の
生
き
物
を
食
べ
ま
す
。
特
に
、
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
は
雑
食
で
、
希
少
種
を
含
む
動
植
物
を
食
べ
、
さ

ら
に
、
在
来
の
カ
メ
類
と
餌
や
日
光
浴
場
所
等
を
巡
っ
て
競
合

す
る
な
ど
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

香
川
県
の
希
少
野
生
生
物
が
受
け
て
い
る
外
来
の
動
植
物
に
よ
る

主
な
被
害
内
容
は
、
被
食
（
外
来
種
に
食
べ
ら
れ
る
）
、
競
合
（
生
き

残
り
を
か
け
て
外
来
種
と
争
う
）
、
交
雑
（
外
来
種
と
の
間
に
子
供
が

で
き
て
、
雑
種
化
す
る
）で
す
（図
４
）
。 
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在 来 種 ３３種 

外 来 種 ９種 

（侵略的外来種） （３種） 

 

 

 

アメリカザリガニは雑食性で何でもよく食べ、在来生物・生
態系に与える影響が大きいため、問題となっています。 
 

 

在 来 種 ５１種 

国内外来種 １３種 

国外外来種 １１種 

（侵略的外来種） （７種） 

 

 

 

 

侵
略
的
外
来
種
は
、
全
て
純
淡
水
魚
類

（
淡
水
域
で
一
生
を
過
ご
す
）
で
、
ほ
と
ん

ど
が
、
た
め
池
、
河
川
の
中
流
・
下
流
な

ど
、
止
水
域
に
好
ん
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
来
種
の
一
部
が
通
し
回
遊
魚
（
海

と
淡
水
域
を
行
き
来
す
る
）
で
す
。
外
来

魚
の
導
入
目
的
の
半
数
は
「
食
用
」
で
す

が
、
侵
略
的
外
来
種
は
、
「
釣
り
用
」
、
「
ボ

ウ
フ
ラ
の
駆
除
」
、
「
水
草
の
除
去
」
、
「
ペ
ッ

ト
」
な
ど
、
そ
の
他
の
理
由
で
輸
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
偶
然
連
れ
て
き
た
侵
略
的
外
来

種
は
、
「
養
殖
魚
に
混
入
」
し
て
侵
入
し
ま

し
た
。 

侵
略
的
外
来
種
の
被
害
内
容
は
全
て

「
生
態
系
へ
の
被
害
」
で
、
最
も
多
い
の
は
、

「
在
来
魚
へ
の
捕
食
圧
」、
そ
の
他
に
在
来
種

と
の
「競
合
」・「交
雑
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

食
用
以
外
の
目
的
で
外
来
魚
を
輸
入
・
導

入
す
る
場
合
、
本
当
に
必
要
な
種
か
ど
う

か
も
含
め
て
、
よ
く
調
べ
て
、
慎
重
に
考
え

る
姿
勢
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

香川県では、約３割が 外来種 

 香川県では、これまで７5種の淡水魚（汽水 
魚を除く）が確認されており、そのうちの約 
３2％が外来種です。 
集計に含めていませんが、在来種の中に
は、県外から持ち込まれた国内の個体（国
内外来種）が混ざっていると思われるものが
１１種あり、遺伝子汚染が進んでいます。 
 

香川県の 淡水産貝類 

香川県では、これまで４２種の淡水産貝類が確認されてお
り、そのうちの約２１％が外来種です。 
 

【表６】 外来種一覧（淡水産貝類） 

和名/導入目的：ⓐブルーギル/養殖(寄贈) ⓑオオクチバス/釣り用 ⓒカダヤシ/ボウフラの駆除 ⓓタモロコ/食用 ⓔカムルチー/食用 

【表５】外来種一覧（淡水魚類） 

＜国外外来種＞ 
 
➊タイリクバラタナゴ 
➋ソウギョ 
➌ハクレン 
➍アオウオ 
➎ニジマス 
➏タウナギ 
➐カダヤシ 
➑ブルーギル 
➒オオクチバス 
➓カムルチー 
⓫アリゲーターガー 

＜国内外来種＞ 
 
➊ゲンゴロウブナ 
➋ニゴロブナ 
➌ワタカ 
➍ハス 
➎オイカワ 
➏ウグイ 
➐タモロコ 
➑カマツカ 
➒コライニゴイ 
➓コウライモロコ 
⓫ギギ 
⓬ワカサギ 
⓭アマゴ 
 

 ■赤文字の種は、侵略的外来種 

■ウグイ、ワカサギは通し回遊魚 

➊スクミリンゴガイ 
➋ハブタエモノアラガイ 
➌タイワンモノアラガイ 
➍サカマキガイ 
➎クルマヒラマキ 
➏インドヒラマキ 
➐ヒロマキミズマイマイ 
➑マルドブガイ 
➒タイワンシジミ 

■赤文字の種は、侵略的外来種 
■➎➑は国内外来種 

ⓐ 

ⓑ 

ⓒ 

ⓓ 

ⓔ 

香川県の 淡水産甲殻類 

スクミリンゴガイ 
 
（食用に輸入された後、
廃棄され野生化した。
水稲などを食害する。） 

 

アメリカザリガニの素揚げ 
（１９２７年にウシガエルの餌として輸入された。国内では、防除
を兼ねて食べることで、村おこしに活用している事例がある。） 



82 ヒメツルソバ
83 ヒメスイバ 重点対策外来種

緊急対策外来種 84 ナガバギシギシ 1 ソウシチョウ
1 外来アゾラ類（ニシノオオアカウキクサ） 85 エゾノギシギシ その他の総合対策外来種
2 外来アゾラ類（アイオオアカウキクサ） 86 ムシトリナデシコ 2 コリンウズラ
3 ボタンウキクサ 87 マンテマ 3 コウライキジ（大陸産亜種）
4 オオフサモ 88 ホコガタアカザ 4 コブハクチョウ
5 アレチウリ 89 ツルムラサキ 5 ヒゲガビチョウ
6 ナガエツルノゲイトウ 90 オオフタバムグラ 6 ハッカチョウ
7 オオカワヂシャ 91 アメリカネナシカズラ
8 オオキンケイギク 92 ホシアサガオ
9 ミズヒマワリ 93 チョウセンアサガオ属（ツノミチョウセンアサガオ）
10 オオハンゴンソウ 94 チョウセンアサガオ属（ヨウシュチョウセンアサガオ） 緊急対策外来種
11 ナルトサワギク 95 チョウセンアサガオ属（シロバナチョウセンアサガオ） 1 カミツキガメ
重点対策外来種 96 チョウセンアサガオ属（ケチョウセンアサガオ） 2 ワニガメ

12 オオサンショウモ 97 ウキアゼナ 3 アカミミガメ
13 ハゴロモモ 98 ヤナギバルイラソウ 重点対策外来種
14 園芸スイレン（温帯スイレン） 99 アレチハナガサ類（ヤナギハナガサ） 4 ウシガエル
15 園芸スイレン（熱帯スイレン） 100 アレチハナガサ類（アレチハナガサ）
16 ナガバオモダカ 101 アレチハナガサ類（ダキバアレチハナガサ）
17 オオカナダモ 102 アレチハナガサ類（ハマクマツヅラ）
18 コカナダモ 103 カッコウアザミ 緊急対策外来種
19 アマゾントチカガミ 104 ムラサキカッコウアザミ 1 ブルーギル
20 キショウブ 105 ワタゲハナグルマ 2 オオクチバス
21 アオノリュウゼツラン 106 ワタゲツルハナムグラ 重点対策外来種
22 アツバキミガヨラン 107 アメリカセンダングサ 3 タイリクバラタナゴ
23 ホテイアオイ 108 栽培キク属 4 カダヤシ
24 ノハカタカラクサ 109 ケナシヒメムカシヨモギ 5 ガー科全種
25 シュロガヤツリ 110 ハルシャギク 6 カムルチー
26 メリケンガヤツリ 111 ヒメジョオン その他の総合対策外来種
27 シナダレスズメガヤ 112 ペラペラヨメナ 7 ソウギョ
28 チクゴスズメノヒエ 113 フランスギク
29 セイロンベンケイ（トウロウソウ） 114 アラゲハンゴンソウ
30 モリシマアカシア 115 ユウゼンギク
31 イタチハギ 116 オオオナモミ 重点対策外来種
32 コゴメミズ 117 カミヤツデ 1 ビワキジラミ
33 コマツヨイグサ 適切な管理が必要な産業上重要な外来種
34 ニワウルシ（シンジュ） （産業管理外来種）
35 オランダガラシ 118 コヌカグサ
36 ウチワサボテン属 119 カモガヤ 緊急対策外来種
37 ケツメクサ（ヒマツバボタン） 120 ドクムギ属（ネズミムギ） 1 セアカゴケグモ
38 バクヤギク 121 ドクムギ属（ホソムギ）
39 ツルニチニチソウ 122 ドクムギ属（ボウムギ）
40 外来ノアサガオ類（アメリカアサガオ） 123 ドクムギ属（ドクムギ）
41 外来ノアサガオ類（マルバアメリカアサガオ） 124 ギネアキビ 緊急対策外来種
42 外来ノアサガオ類（ノアサガオ・オーシャンブルー） 125 アメリカスズメノヒエ 1 アメリカザリガニ
43 外来ノアサガオ類（マルバアサガオ） 126 オオアワガエリ 重点対策外来種
44 トウネズミモチ 127 モウソウチクなどの竹類（モウソウチク） 2 スクミリンゴガイ
45 ネコノツメ 128 モウソウチクなどの竹類（ハチク） 3 ハブタエモノアラガイ
46 シチヘンゲ（ランタナ） 129 モウソウチクなどの竹類（マダケ） 4 コウロエンカワヒバリガイ
47 ヒメイワダレソウ 130 オニウシノケグサ 5 タイワンシジミ
48 オオブタクサ 131 ナギナタガヤ 6 シマメノウフネガイ
49 セイタカアワダチソウ 132 ハリエンジュ 7 シナハマグリ
50 オオアワダチソウ 133 外来クサフジ類（ナヨクサフジ） その他の総合対策外来種
51 外来性タンポポ種群（アカミタンポポ） 134 外来クサフジ類（ビロードクサフジ） 8 マツノザイセンチュウ
52 外来性タンポポ種群（セイヨウタンポポ） 135 ビワ 9 ムラサキイガイ
53 ウチワゼニクサ 136 キウイフルーツ 10 ミドリイガイ
その他の総合対策外来種

54 コンテリクラマゴケ 137 シュロ類
55 シンテッポウユリ
56 ヒメヒオウギズイセン 138 カロライナツユクサ 魚類
57 ハナニラ 139 セイヨウウキガヤ 1 カラドジョウ
58 ハナシュクシャ 140 イトアゼガヤ 昆虫類
59 アメリカヤガミスゲ 141 ヨシススキ 2 アルゼンチンアリ
60 メリケンカルカヤ 142 シラユキゲシ 3 アカカミアリ
61 ハルガヤ 143 キダチコマツナギ（トウコマツナギ） 4 ヒアリ
62 シロガネヨシ 144 外来ツルソバ(仮称：ヒマラヤツルソバ) 5 ツマアカスズメバチ
63 オオクサキビ 145 シバツメクサ 6 クビアカツヤカミキリ
64 シマスズメノヒエ 146 メリケンムグラ その他の無脊椎動物
65 キシュウスズメノヒエ 147 ポンポンアザミ 7 コモチカワツボ
66 タチスズメノヒエ 148 メリケントキンソウ 8 カラムシロ
67 セイバンモロコシ 9 サキグロタマツメタ
68 アツミゲシ 10 カワヒバリガイ
69 ヒイラギナンテン
70 エニシダ 哺乳類 8
71 アレチヌスビトハギ 緊急対策外来種 鳥類 6
72 ピラカンサ類（タチバナモドキ） 1 アライグマ 両生爬虫類 4
73 ピラカンサ類（トキワサンザシ） 2 ヌートリア 魚類 7
74 オオキバナカタバミ 重点対策外来種 昆虫類 1
75 ナンキンハゼ 3 カイウサギ（アナウサギ） 陸生節足動物 1
76 フヨウ 4 ハクビシン その他の無脊椎動物 10
77 ハルザキヤマガラシ 5 対馬以外のチョウセンイタチ 植物 148
78 セイヨウカラシナ その他の総合対策外来種 合計 185
79 シャクチリソバ 6 クマネズミ
80 カライタドリ 7 ハツカネズミ ：特定外来生物
81 ツルドクダミ 8 ドブネズミ

その他の無脊椎動物
総合対策外来種

陸生節足動物

植　物

香川県の侵略的外来種リスト（一覧） 2022改訂

魚　類
総合対策外来種

昆虫類
総合対策外来種

総合的に対策が必要な外来種
（総合対策外来種）

鳥　類
総合対策外来種

両生類・爬虫類
総合対策外来種

総合対策外来種

哺乳類
総合的に対策が必要な外来種

（総合対策外来種）

侵入警戒種
特別選定種

国内由来の外来種

添付資料５


